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開口面積は 0.544[m2]であり，また風速は 28～35[m/s]で実験を行った． 
 
２.２ 層流翼 




図.1 設置した模型側面写真 (NLF(2)-0415) 
 
２.３ 赤外線カメラ 
 本実験では日本アビオニクス社製の赤外線カメラであるAdvanced Thermo TVS-500を使用し












図 2 NLF(2)-0415 の静圧分布 
 
３.２ ナフタレン昇華法による可視化実験 




～5.2[mm]程度に決定すればいいことが分かった．そこで厚さ t=50[μm]，幅 1.2mm，長さ 10mm















図 4 ナフタレン昇華法による粗さ貼付した表面の可視化 
 
３.３ 赤外線カメラを用いた可視化実験 






図 5 赤外線カメラによる模型表面温度分布 
 
３.４ 熱線風速計による縦渦の計測 









図 6 熱線風速計による前縁平行方向の 50％翼弦位置における速度分布 u/U(U=28[m/s]) 
 
４.まとめ 
横流れ不安定が遷移過程を支配している三次元境界層において，横流れ不安定の強い模型前縁
近傍に粗度間隔を選択することで，遷移を遅延，ないしは促進できることを実証できた．自然遷
移で観察される縦渦間隔に粗度を添付すると遷移が促進され，75%程度の間隔で粗度を貼付する
と遷移が遅延されるという結果であった．また，熱線計測により縦渦の存在を示す平均速度の分
布を取得でき，可視化実験から得られた結果と整合していることを確認した．今後はより鮮明な
可視化写真を得るためにナフタレン昇華法の習熟が求められる．粗度の形状，厚み等パラメータ
の影響も詳しく調査する必要があり，さらに明確な確証試験(熱線計測等)が望まれる．
